
令和５年度 学校評価保護者アンケート まとめ
保護者の皆様には、日頃より栗原中学校の教育にご理解・ご協力をいただきありがとうございます。
令和５年度は、コロナウイルス感染症も５月に５類に移行して、多くの学校行事が、以前に近い形

で実施できました。ただ、栗の実祭や卒業式の参観や列席については、感染症対策のため保護者の皆
様の入場制限せざるをえなかったなどご協力をいただく場面もまだまだありました。ご協力誠にあり
がとうございました。

さて昨年度と同じく、学校評価アンケートについては、学校メールを利用したＷＥＢでの回答を実
施いたしました。ご協力ありがとうございました。

アンケート項目 １７項目 回答：４段階で、選択式
「肯定群」よくあてはまる・まあまああてはまる
「否定群」あまりあてはまらない・まったくあてはまらない

回答結果は、昨年度と比較して、肯定的な割合は大きくは変わりませんでした。

①令和５年度の成果（良かった点）

・「生徒は、全体的に授業に前向きに取り組んでいる。」は、肯定群８８.３％と前年度より２.６％増
加しました。生徒に定期的に行っている「授業は前向きに参加していますか？」アンケート結果で
も、全教科とも肯定群が大幅に占めています。今後も、学校目標にもある「主体的・創造的な学び
の中で」を踏まえ、生徒がわかりやすい授業はもちろん、「学びに向かう力」の強化を図り、主体
的に学ぶ生徒の育成を今以上に図っていきたいと思います。

・「学校はあいさつの励行や時間・服装のけじめ等、生徒の基本的生活習慣の育成をめざした指導を適
切に行っている。」は肯定群が９５.３％と昨年度同様の高い評価でした。栗原中の伝統である「あ
いさつ」は、生徒会の３本柱としても長く活動しており、継続して取り組んでいます。服装につい
ても、今年度より新しい制服が導入されましたが、引き続き保護者の皆様の協力を頂いていると考
えています。

・「学校は、保護者会・懇談会等を設け、その意見等を教育活動に反映させるように努めている。」は、
肯定群９０.７％と前年度より１３.６％増加しました。今年度は、授業参観や保護者会を制限を設
けずに実施して、多くの保護者の皆様に来校して頂くことができ、本校の教育活動を実際に見て頂
く機会を昨年度よりも多くすることができました。次年度以降も、来校して生徒たちの活動を実際
に見て頂ける機会を設けていきたいと思います。

・「学校は、生徒が充実した学校生活が送れるよう環境整備や学校美化に努めている」は肯定群が９
５.９％と昨年度と同様の高い評価でした。体育館の大規模改修が終わり、部活動等の練習も再開
され、元気な声が体育館に響きわたっています。

②令和５年度の課題（次年度へ向けて）

・「学校は、生徒の学習の成果や努力、学校生活全般での取り組みを適切に評価している。」が昨年度
の肯定群８８.６％から４.９％下がり、８３.７％でした。

評価基準を生徒や保護者と共有したり、生徒一人ひとりを認めていけるよう、きめ細かな対応
をしていきます。

・「学校は、生徒会活動や学校行事を通して、自主性・主体性の育成をめざした指導を適切に行ってい
る。」が昨年度より５.１％下がり、９０.６％でした。

・「学校は、保護者の子どもについての連絡や相談に対して、適切に対応している。」では、昨年度９
２.１％から５％下がり、８７.１％でした。

・「学校は、生徒との積極的な対話等を図り、信頼関係を築くために努力をしている。」は、昨年度の
肯定群８６.７％から７％下がり、８０.７％でした。

生徒とのコミュニケーションは、生徒が抱えている問題の早期発見、生徒指導の早期対応や
不登校生徒を未然に防ぐことにもつながっていきます。年２回の教育相談に限らず、日頃の積
極的なコミュニケーションを心がけ、生徒の声色や表情などちょっとした変化についての気づ
きを教員間で共有して、一人ひとりの生徒に丁寧に向き合っていけるよう教職員一同努めてま
いりたいと思います。

来年度も教職員一同チーム栗原として、栗原中学校の教育を推進してまいります。ご理解・ご協力
をお願いいたします。



令和５年度 学校評価アンケート （保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 



 

 

 
 

 


